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儰
儰
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儰
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ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
米
大

統
領
は
２
０
２
１
年
１
月
就

任
早
々
「
私
は
米
国
が
１
９

８
１
年
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

か
ら
取
っ
て
き
た
新
自
由
主

義
政
策
を
取
ら
な
い
」
と
宣

言
、
呼
応
す
る
よ
う
に
岸
田

文
雄
首
相
も
「
新
自
由
主
義

政
策
は
取
り
ま
せ
ん
」
と
同

感
し
た
。
大
き
な
歴
史
的
転

換
だ
っ
た
。

新
自
由
主
義
は
、
米
国
の

経
済
学
者
、
ミ
ル
ト
ン
・
フ

リ
ー
ド
マ
ン
が
唱
え
た
イ
デ

ロ
ギ
ー
で
、
経
済
政
策
と
し

て
は
市
場
万
能
主
義
・
小
さ

い
政
府
・
金
融
万
能
主
義
が

三
本
柱
と
な
る
。
農
政
で
は

独
自
の
規
制
や
制
度
を
否
定

し
、
政
策
そ
の
も
の
を
認
め

な
い
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

貧
富
の
差
が
拡
大

新
自
由
主
義
政
策
を
最
初

に
政
策
に
取
り
入
れ
た
の
が

１
９
７
９
年
に
政
権
を
取
っ

た
英
国
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・

サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
だ
っ
た
。


年
に
米
大
統
領
に
就
任
し

た
レ
ー
ガ
ン
氏
も
追
随
。

「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
呼

ば
れ
る
新
自
由
主
義
政
策
の

下
、
改
革
の
大
な
た
を
振
る

っ
た
レ
ー
ガ
ン
氏
は
富
裕

層
に
有
利
に
な
る
よ
う
所
得

税
の
累
進
課
税
を
廃
止
し


最
高
税
率
を

％
ま
で
引
き

下
げ
た

そ
の
前
ま
で
は


％
の
累
進
課
税
だ
っ
た


結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

米
国
で
は
国
富
が
富
裕
層
に

集
中
し
、
「
１
％
の
富
裕
層

と

％
の
貧
困
層
に
分
配
さ

れ
る
」
と
い
う
事
態
に
陥

り
、
社
会
は
分
断
さ
れ
、
貧

富
の
差
が
極
端
に
大
き
く
な

っ
た
。
「

％
の
貧
困
層
が

１
％
の
富
裕
層
に
反
対
す

る
」
一
大
騒
動
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ウ
ォ
ー
ル
街
で
発
生

し
、
国
富
の
分
断
を
国
内
外

に
知
ら
し
め
た
の
だ
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
新
自
由
主
義

を
採
用
す
る
国
が
増
え
た
。

一
方
、

年
代
前
後
の
経
済

成
長
を
比
較
す
る
と
、
成
長

率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
も

分
か
っ
た
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ハ

ジ
ュ
ン
・
チ
ャ
ン
教
授
の
研

究
に
よ
る
と
、
先
進
国
の
平

均
成
長
率
は
１
９
６
０
年
か

ら

年
ま
で
が
３
・
２
％
、


年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で

が
１
・
８
％
。
一
方
、
発
展

途
上
国
の
平
均
成
長
率
は


年
か
ら

年
ま
で
が
３
・
０

％
、

年
か
ら
２
０
１
０
年

ま
で
が
２
・
７
％
。
こ
の
数

字
が
物
語
る
の
は
「
ビ
ジ
ネ

ス
に
自
由
さ
え
与
え
れ
ば
、

富
も
雇
用
も
創
出
さ
れ
、
最

大
の
成
長
が
あ
る
」
と
い
う

新
自
由
主
義
者
の
主
張
は
過

去

年
の
デ
ー
タ
で
否
定
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

低
成
長
の｢

理
由｣

成
長
し
な
い
「
理
由
」
は

い
く
つ
か
あ
る
。
①
株
主
優

遇
の
資
本
主
義
で
あ
る
た
め

に
、
経
営
者
が
技
術
革
新
投

資
を
怠
る
②
短
期
利
益
の
最

大
化
が
経
営
者
の
課
題
で
あ

る
た
め
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
重

視
し
、
雇
用
を
不
安
定
に
す

る
③
制
御
不
全
の
金
融
商
品

で
金
融
市
場
が
混
乱
し
、
一

国
の
通
貨
ま
で
翻
弄
（
ほ
ん

ろ
う)

さ
れ
経
済
政
策
が
か

く
乱
さ
れ
る


な
ど
だ


こ
う
し
た
中
、
新
自
由
主

義
政
策
を
取
ら
な
い
中
国
や

イ
ン
ド
は
安
定
し
た
成
長
を

継
続
し
て
お
り
、
今
後
も
続

く
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ

に
明
暗
で
あ
る
。

き
く
ち
・
ひ
で
ひ
ろ

１
９
３

６
年
生
ま
れ
、
東
京
大
学
教
養
学

部
（
国
際
関
係
論
）
卒
、
東
京
銀

行(

外
国
為
替
専
門
銀
行
現
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行)

を
経
て

年
文
京

学
院
大
学
大
学
院
教
授

２
０
０

７
年
か
ら
現
職

金
融
庁
参
与
を

歴
任
｢

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
役
に
立

つ
か｣(

文
藝
春
秋

年
７
月
号)

で
内
外

名
中
１
位
に
ラ
ン
ク


日
本
金
融
財
政
研
究
所
長

菊
池
英
博

検証･新自由主義

成
長
理
論
自
滅
衰
退
へ


